
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

消臭効果 

抗ウイルス効果 

(感染価) 
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試験前 1分後 
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減少率 

【エンベロープウイルス】 
(感染価) 

6.0×105 

 
 

3.0×105 

 

 

0 

試験前 1分後 

９９.９% 
減少率 

【ノンエンベロープウイルス】 

スプレーしてすばやくウイルスを不活化させます。 

試験機関：財団法人北里環境化学センター 

【試験方法】 

試験管内に本液とウイルス液を加えよく混合し、室温で１分間反応させた後、PBS(Phosphate 

Buffered Saline)で希釈して薬反応を停止させて感染価を測定。 

除菌効果 

(感染価) 

2.0×105 

 
 

1.0×105 

 

 

0 

試験前 1分後 

９９.９% 
除菌率 

【グラム陽性菌】 

(感染価) 

2.0×105 

 
 

1.0×105 

 

 

0 

試験前 1分後 

９９.９% 
除菌率 

【グラム陰性菌】 

即効性に優れた除菌成分でしっかりと効率的に除菌ができます。 

試験機関：一般財団法人カケンテストセンター 
【試験方法】 

規定数に調整した試験菌を試料に接種し、室温で１分間放置。その後試験液を SCDLPブイヨン培

地で活性を不活化させたのち生菌数を測定した。 

防カビ効果 

カビ抵抗性表示 

サニマイスター・デオ 

ブランク 

試 料 

０ 

２ 

試験機関：一般財団法人ボーケン品質評価機構 

アンモニアガス 

酢酸ガス 

試 料 

イソ吉草酸ガス 

減少率 

≧９９％ 

９２％ 

９６％ 

即効性消臭成分により、気になる臭いを素早く消臭。ノンアルコ

ール・塩素フリー・無香料で臭いを気にする現場に最適です。 

YOKOHAMA OILS & FATS INDUSTRY CO., LTD. 

内容量 

400ml×12/ｹｰｽ 

製品コード 

４９９９ 

管理 No. 

QC０５ 

JAN コード 4979782049995 

製品情報 

試験機関 

一般財団法人カケンテストセンター 

抗菌効果 

SIAA マークは ISO22196 法によ

り評価された結果に基づき、抗菌

製品技術協議会ガイドラインで品

質管理・情報公開された製品に表

示されています。 
有機合成抗菌剤・分散 

本体 

JP0112470A0003T 

SIAA抗菌製品技術協議会が制定した基準（JIS Z2801）をクリ

アした抗菌性を有する製品です。 
試験機関：一般財団法人カケンテストセンター 

JIS Z2911カビ抵抗性試験に基づいた第３者機関での検証に

より、防カビ性能を有することを確認しました。 

【用途】 

ドアノブ、手すり、靴、衣類・布製品、トイレ、ペットシート、自動車車内、金属・プラ

スチック製品などの消臭、除菌、抗菌、防カビ、防臭 【業務用】 
 

【使えない物】 

●革・毛皮・和装品●絹・レーヨンなどの水に弱い繊維●水洗い不可の表示があ

るもの●白木や桐●漆器●ニス・ペンキ等の塗装面●貴金属、金箔●電化製品・

電子機器類 
 

【成分】 抗菌防カビ剤、除菌剤、消臭剤 
 

【使用方法】 

劣化・変色・色落ち・シミの心配があるものは目立たない場所で確かめてから使用

してください。①スプレー先端部を ONにしてください。②対象物から 20〜30cm離

して、表面が湿り気を帯びる程度スプレーしてください。③噴霧後、金属やプラス

チックなどの浸透しにくい材質は布等で拭き上げてください。布製品など浸透する

素材はそのまま乾燥させてください。④使用後はスプレー先端部を OFFにしてくだ

さい。 

【使用上の注意】 

●材質により変色や腐食する恐れがありますので、用途及び使用方法以外では

使用しないでください。●吸入飲用不可・人体に害がありますので、吸入したり飲

んだりしないでください。●眼に入ると障害を生じる恐れがありますので、保護メガ

ネを着用してください。●皮膚を傷める恐れがありますので、保護手袋を必ず着用

してください｡●ミスト/スプレーの吸入を避けてください。●容器を強く持ってキャ

ップを開けると液が飛び出す恐れがありますので注意してください。 

※サニマイスター・デオは医薬品・医薬部外品ではありません。 

※すべてのウイルス・細菌に効果があるわけではありません。 

【試験方法】 繊維評価技術協議会が定める方法を準用。 

持続性 ３ヶ月※１ 

スプレーした表面に抗菌成分が定着。3か月抗菌性が持続しま

す。 
【グラム陽性菌】 【グラム陰性菌】 

【試験方法】 本液を滅菌した試験布に塗布し、3か月後の菌の生育状況を SCD培地にてハロ

ー法により確認した。 
※1 持続性は使用状況により持続期間が短くなることがあります。 


